
 
 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■長崎大水害 40年パネル展【ダムカードについて】 

川
棚
川 ダムカード と ダムカレー 

石木川  

 

 
長崎県内のダムカレー 

ダムをモチーフにしたカレーで、 ごはん＝ダムの堤体、カレールウ＝貯水池 を表現しており、奇抜

な形状からマスコミに取り上げられることも。ダム愛好家はもちろん、ダムカレーを目当てにその地を訪れる人も多いことから、

地域活性化のアイテムとして取り入れる“まち”も多い。 

2009年頃から全国的に増えはじめ、現在は 150種類以上ともいわれている。長崎県には現在１種類ある。 

萱瀬ダムカレー（大村市 えびねの郷） 
 ２層のごはん（白・赤）でダムの嵩上げ、揚げた五島うどんでダムの放流

など表現。器の竹やこんにゃくなど地元食材をふんだんに用いた一品。 

ダムカレーとは？ 

【販売終了】本河内ダムカレー（長崎市 県庁レストラン「シェ・デジマ」） 
 平成２９年に、本河内高部ダム・本河内低部ダムが国の重要文化財に指定されたこ

とを受け、これまで２度、期間限定で提供された。今後の復活はあるか。 

店舗（公民館）は萱瀬ダムのそばで、ダムを見ながら食べられる。萱瀬ダムカードも配布中。 

低部ダム 

高部ダム 

本河内高部ダム・本河内低部ダム 

水道専用ダムとして明治期につくら

れたダム。長崎大水害を機に、洪水調

節機能を付加する再開発を実施した。 

低部ダム 
高部ダム 


